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2021年近畿地方整備局による河川整備計画計
画変更案の骨子（２） 大戸川ダムの効果



2021年近畿地方整備局、大戸川ダムがある
場合、ない場合の比較



大戸川ダムができると、淀川水系で、4800ha 浸水域
を減らすことができて、９兆円の被害軽減が可能！



桂川の場合、大戸川ダムができると2100haの浸水
被害を減らし、３兆円の被害が軽減できると主張



2021年2月の流域治水関連法案では、利水用ダムを治水に活用
できると法案制定。淀川地点で、桂川、宇治川、木津川上流部の
利水ダムの転用で、8356万トンの転用が可能と表明。大戸川ダ
ム2200万トンの４倍にあたる流量だ。

内訳、

①宇治川水系（天ヶ瀬ダム、喜撰山ダム）

現在洪水調節容量（万㎥）：2000、なＴが今後の洪水調節可能容量（万㎥）：703

②木津川水系（高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム、比奈知ダム、室生ダム）

現在洪水調節容量（万㎥）：6595、今後の洪水調節可能容量（万㎥）：5697.9

③桂川水系（日吉ダム）

現在洪水調節容量（万㎥）：4200、今後の洪水調節可能容量（万㎥）：1955.2

合計（宇治川水系、木津川水系、桂川水系）

現在洪水調節容量（万㎥）：12795、今後の洪水調節可能容量（万㎥）：8356.1


